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第
61
回　

理
事
会
報
告

骨髄バンクの最新情報をお知らせする────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●昨年度の移植数が900例を突破､３月の月間移植数も最

多の100例に

　平成17年度の移植数が計908例に上り、「過去最多」

となりました。これまでは16年度の851例が最多でした

から、一挙に60例近くも増加したことになります。12

年度から４年間は「700台」が続いていましたが、この

ような記録になったのは､迅速コースの効果により､移植

に至る患者さんが増えたことなどが理由として挙げられ

ます。　また､３月の月間移植例数は100例で、これも

昨年10月の98例を更新して過去最多となりました。総

数は３月末現在で7247例ですが、このうち海外からの

受け入れが139例、海外への提供が144例となっていま

す。

●18年度の事業計画・予算を通常理事会で原案どおり承

認

　３月29日の第30回通常理事会で、18年度の事業計

画・一般会計及び特別会計収支予算などが承認されまし

た。重点項目は次の通りです。１）「将来展望に関する

検討会議」（仮称）の設置＝年間移植数1000例を見据え

るとともに、ドナー登録者数30万人達成後の展望を描く

ため、今後の骨髄バンクのあり方を検討す

る。２）コーディネート業務等の体制強化

＝コーディネート件数の増加、迅速化、高

度化に対応するための人員増。３）コーディ

ネートシステム更新＝来年１月の稼働を目

指し、国庫補助を含め総額２億5000万円

規模で全面更新する。４）「骨髄採取施設

の確保等に関する検討会議」（仮称）の設置。

５）普及啓発活動の強化＝全国すべての中

学・高校を対象にした壁新聞を作成するとともに、全国

の行政機関に登録推進用グッズカタログを配布、またイ

ンターネットホームページ（donorsnet）を刷新する。６）

国際協力＝国際協力事業特別会計を一般会計に統合する

とともに、海外の骨髄バンクから骨髄提供を受ける国内

患者のうち低所得者への負担金免除制度（上限100万円）

を創設する。

　また、寄附行為が一部改正され、これによって副理事

長が２人体制（現行１人）となり、併せて常任理事会の

構成員となります。新副理事長は４月19日の臨時理事会

（非公開）で選出されます。なお、常務理事兼事務局長

の堀之内敬が３月31日付で退任しました。後任の常務理

事は当分の間、空席のままで、事務局長は総務部長の木

村成雄が併任します。

●財団の会議開催予定

 傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みく

ださい。

常任理事会　公開　５月27日（土）15:00～17:00　廣

瀬ビル２階会議室

　
　
　
　

全
国
協
議
会
設
立
15
周
年
記
念
事
業

　
　
　
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
全
国
で
開
催
中

15周年記念事業協賛金･協賛品･一般寄付
 （3月20日～4月18日）
菱の実愛の基金 500,000円
 （敬称略）
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「
い
の
ち
の
輝
き
」
を
テ
ー
マ
に
、

三
部
門
応
募
総
数
8
5
7
点
の
心
の

こ
も
っ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
に
桜
前
線
が
や
っ
て
き
た
３
月

下
旬
、
横
山
秀
夫
審
査
員
長
を
は
じ

め
５
名
の
審
査
員
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
各
部
門
ご
と
に
熱
意
あ
ふ
れ
る

作
品
を
手
に
、
前
半
は
時
間
を
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
、
一
点
一
点
う
な
づ

き
な
が
ら
の
審
査
が
続
き
ま
し
た
。

　

室
内
の
気
温
も
上
昇
し
、
上
着
も

脱
い
で
、
汗
を
拭
い
て
後
半
戦
に
入

り
、
今
ま
で
の
静
け
さ
か
ら
一
転
、

作
品
か
ら
感
じ
る
思
い
を
語
り
合

い
な
が
ら
、「
声
に
出
し
て
も
う
一

度
読
み
ま
し
ょ
う
」「
こ
の
絵
に
込

め
れ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
」
等
々
、

白
熱
し
た
意
見
が
飛
び
交
い
、
終
了

時
間
を
延
長
し
、
全
員
が
一
丸
と
な

り
審
査
を
終
え
ま
し
た
。
お
帰
り
の

際
の
、
皆
様
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
今
後
の
活
動
に

●
山
形

　

4
月
15
日
（
土
）、
山
形
国
際
ホ

テ
ル
で
『
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る

や
ま
が
た
の
議
員
の
会
」
設
立
記
念

大
会
『
映
画
『
火
火
」
上
映
会
&
記

念
ト
ー
ク
「
小
此
木
八
郎
氏
×
大
谷

貴
子
さ
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
ロ
ビ
ー
で
、「
M
A
M
O
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
M
A
M
O
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
展
に

は
余
り
多
く
の
方
々
が
立
ち
寄
っ
て

た
幼
稚
園
隣
の
ビ
ル
に
勤
務
す
る
名

川
も
走
っ
た
。
当
初
、
大
谷
さ
ん

の
自
転
車
の
乗
り
方
が
、
危
な
っ
か

し
く
、「
ホ
ン
マ
に
20
㎞
走
れ
ん
の

か
？
」
と
私
は
や
や
不
安
に
な
っ

た
。
ご
主
人
様
も
完
走
の
期
待
は
薄

か
っ
た
よ
う
で
、
証
拠
を
残
す
た
め

に
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
前
等
で
撮

影
。
さ
ら
に
コ
ー
ス
上
に
は
、
築
地

も
あ
り
、「
寿
司
を
食
べ
よ
う
」
と
、

い
う
こ
と
で
店
に
入
り
、
大
谷
さ
ん

が
開
口
一
番
、「
小
ビ
ー
ル
で
も
飲

む
？
」、「『
関
西
出
身
の
元
骨
髄
移

植
患
者
２
名
、
自
転
車
飲
酒
運
転
で

事
故
！
』
っ
て
な
っ
た
ら
、
シ
ャ
レ

に
な
ら
ん
わ
ぁ
！
」
と
い
う
こ
と
で
、

こ
こ
は
控
え
て
も
ら
っ
た
。

　

途
中
、
渋
沢
栄
一
の
像
が
あ
っ
た
。

や
け
に
渋
沢
栄
一
に
つ
い
て
大
谷
さ

ん
が
詳
し
い
の
で
、
な
ぜ
そ
ん
な
に

知
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
ら
、「
渋

沢
栄
一
と
語
る
会
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
っ
て
参
加
し
た
。
私
が
、『
渋

沢
栄
一
さ
ん
は
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
？
』
と
担
当
者
に
聞
い

た
ら
、『
も
う
故
人
で
す
が
…
。』
と
、

キ
ョ
ト
ン
と
さ
れ
た
。」
と
い
う
笑

い
話
を
披
露
し
て
く
れ
た
。 （
名
川
）

●日本骨髄バンクの現状（平成18年3月末現在）
 2月 3月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,277 3,212 242,858 307,597
患者登録者数 192 225 3,241 20,301
骨髄移植例数 71 100 － 7,147
20歳未満ドナー 232 205 2,637 －
51歳以上ドナー 228* 114** 2,883 －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数

い
の
ち
の
輝
き
コ
ン
ク
ー
ル

最
終
審
査
終
了

は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

つ
一
つ
熱
心
に
読
ん
で
下
さ
る
方
が

お
り
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

〝
ま
も
〞
は
映
画
『
火
火
』
の
神
山

賢
一
さ
ん
と
同
じ
時
期
に
発
病
し
、

同
じ
頃
天
国
へ
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
意
味
で
、
こ
の
映
画
は
私
の

つ
ら
い
体
験
と
重
な
る
も
の
が
多
々

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
く
機
会
を
こ
れ
か
ら
も

作
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

4
月
16
日
に
、「
バ
イ
シ
ク
ル
ラ

イ
ド
2
0
0
6
イ
ン
東
京
」
と
い
う
、

メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
・
永
田
町
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
タ
ワ
ー
を
ス
タ
ー
ト
＆

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
た
約
2
0
k
m
の

コ
ー
ス
を
自
転
車
で
走
り
、
休
日
の

東
京
を
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
で
楽
し

む
と
い
う
も
の
で
す
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
約
1
、
0
0
0
人
が
参
加

し
、
参
加
料
の
一
部
を
、「
佐
藤
き

ち
子
患
者
支
援
基
金
」
に
も
寄
付
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
の
各
会
、

全
国
協
議
会
の
理
事
、
事
務
局
員
等

43
名
が
参
加
。
ま
た
一
般
参
加
に
混

じ
り
、「
途
中
で
や
め
る
か
も
？
」
と
、

言
っ
て
い
た
大
谷
会
長
が
参
加
さ
れ
、

（
日
頃
の
運
動
不
足
も
何
の
そ
の
？
）

見
事
完
走
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命

の
三
森
社
長
よ
り
目
録
を
頂
い
た

お
礼
の
言
葉
に
代
え
て
、「
雨
の
中
、

要
所
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ラ

イ
ダ
ー
を
誘
導
し
、
初
め
て
の
人
で

も
道
に
迷
う
こ
と
な
く
安
心
し
て
走

れ
ま
し
た
。
人
間
は
一
人
で
生
き
て

い
く
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に

支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。」
と
大
谷
会
長
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

●
大
谷
会
長
同
伴
記

　

大
谷
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
目
的
？
と
な
っ
た
か
、
同
伴

と
し
て
、
大
谷
さ
ん
が
ご
卒
園
さ
れ

ク
ビ
ジ
ョ
ン

●
「
大
谷
貴
子
会
長
」
講
演
依
頼
に

つ
い
て

●
グ
ッ
ズ
（
う
ち
わ
）
作
成
に
つ
い

て
●
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
で
の

テ
レ
カ
の
活
用
に
つ
い
て

●
ド
ナ
ー
向
け
小
冊
子
に
関
す
る
財

団
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
委
員
会
報
告

●
厚
生
科
学
審
議
会
報
告

●
大
谷
会
長
と
財
団
事
務
局
長
の
懇

談
に
つ
い
て

●
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
報
告
に
つ
い
て

バイシクルライド

2006イン東京

参加報告

  

協
議
会
事
務
局
長
の

  

交
代
に
つ
い
て

合い言葉は船橋！みんなで行こう
『2006 全国骨髄バンクボランティアの集い in 船橋』
いよいよ今年の全国ボランティアの集いまで１ヶ月となりました。地元千葉では少ないメン
バーでがんばって準備しています。ぜひみなさんでお誘いあわせのうえ、お越しください！ 

■5月20日（土）12：30～17：00
　◇医療講演・患者相談会（船橋市民文化創造館　きららホール）
■5月30日（火）～６月４日（日）
　◇いのちの輝き展、いのちの輝きコンクール受賞作品展示会
　（船橋市勤労市民センター）
■6月3日（土）13：30～17：00　
　◇2006全国骨髄バンクボランティアの集い　in　船橋
　　記念式典（船橋市勤労市民センター　ホール）　
■6月4日（日）9：00～14：00　
　◇全国協議会　2006年度通常総会、代表者会議
　　（船橋市中央公民館　6F講堂）

４
月
15
日
・

港
区
立
港
勤
労
福
祉
会
館

継
げ
、
骨
髄
バ

ン
ク
普
及
に
生

か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

応
募
者
の
皆
様
、

審
査
員
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、

次
号
に
て
発
表

い
た
し
ま
す
。

議
会
運
営
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
前

後
し
て
二
度
の
骨
髄
移
植
提
供
経
験

を
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
0
3
年
以

来
、
そ
の
豊
富
な
知
識
と
行
動
力
を

事
務
局
長
の
立
場
で
発
揮
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

後
任
の
事
務
局
長
は
、
4
月
15
日

の
第
61
回
理
事
会
に
お
け
る
互
選
に

よ
り
、
副
理
事
長
の
菅
早
苗
が
併
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
患
者
救
済
を
第
一
に
、

全
国
各
地
で
の
草
の
根
運
動
と
連
携

し
て
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
事
務
局
長
挨
拶

「
こ
の
度
全
国
協
議
会
の
事
務
局
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
、
菅
早
苗
で
す
。

地
方
在
住
の
た
め
、
会
員
始
め
関
係

者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
努
め
ま
す
の
で
皆
様
、
優
し
く
ご

指
導
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。」

　

全
国
協
議
会
理
事　

三
田
村
真
は
、

健
康
面
を
含
め
た
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
3
月
21
日
付
で
事
務
局
長
の

職
を
辞
し
ま
し
た
。

　

三
田
村
氏
は
1
9
9
4
年
か
ら
協
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　　　    3月20日～4月18日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円
㈱サクラホーム 現金 5,000円
岩瀬日本大学高等学校生徒会
 現金 37,585円
日新火災海上保険株式会社
　経営企画部広報グループ 切手 29,930円
TDK株式会社成田工場・
市川テクニカルセンター 現金 100,000円
飯島孝枝 現金 1,000円
吉本哲也 現金 1,000円
塩谷 圭 現金 1,000円
徳田ひろみ 現金 1,620円
齋藤陽子 現金 3,000円
野村正満 現金 32,000円
中村新吉 現金 32,000円
匿名 現金 12,202円
村上晴美 現金 100円
宮川靖子 現金 1,790円
粕谷豊子 現金 5,000円
鈴木純子 現金 1,340円
菅 早苗 現金 2,000円
斎藤江美子 現金 2,000円

●佐藤きち子患者支援基金
ビーズサイト「Beads Stand」 現金 3,000円
牧野礼男 現金 4,500円

●白血病患者支援基金・募金箱
さくら薬局白金台店 現金 3,500円
アリスいわた薬局 現金 4,348円
株式会社カンセキ 現金 7,136円
渡辺材木店 現金 3,611円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

そ
の
22

回
転
す
し　

す
し
兵
衛

 

（
新
潟
県
新
潟
市
）

　

障
害
者
、
車
椅
子
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
方
々
が
入
れ
る
お
店
を
と
思
い

作
り
ま
し
た
。

　

私
の
母
が
病
死
し
て
か
ら
、
自
分

な
り
に
少
し
で
も
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
と
思
い
７
年
前

に
、「
に
い
が
た
骨
髄
バ
ン
ク
を
育

て
る
会
」
を
知
り
ま
し
た
。
私
に
で

も
で
き
る
と
思
い
、
店
内
に
写
真
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
募
金
箱
を
置
い
て

お
り
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
お
持
ち
帰
り

用
の
お
す
し
に
、
１
枚
ず
つ
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
の
こ
と
を
見
て
い

た
せ
い
か
、
子
ど
も
が

昨
年
ド
ナ
ー
に
な
り
骨

髄
提
供
を
し
ま
し
た
。

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
番
喜
ん
で
い
る
の
は

本
人
で
し
た
の
で
心
か

ら
応
援
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
私

の
出
来
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（
細
野
）

円
覚
寺
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

結
ぶ
縁

神奈川

最新医療情報　その39

白血病の健康食品（2）
　医薬品とは不特定多数の人に効果があり、疫学、基礎医学的に根拠を確認したものです。
そして、副作用（悪影響）は当然ありますが、集団として有効性が上回っていると判断
されているものです。要するに医薬品と認められていても、効く人もいれば、悪影響の
ある人もいます。
　健康食品も、効く人には効くのは間違いありません。しかし、悪影響のある人も必ず
います。そして、効果、悪影響の頻度、程度は確認されていないので、責任持っては勧
められません。「勝手に宝くじを買って下さい。当たればいいですね。」とういう感じになっ
ています。
　厚生労働省研究班が2002年度に患者約3,000人に実施した全国調査では、4割強が
健康食品を使用していました。中でも、アガリクスが61％と最も多く、次はプロポリス
の29％でした。医師から「もう治療法がない」「治らない」と言われ、“最後の希望”と
すがる患者も少なくありません。患者は健康食品などの民間療法に月平均５万7,000円
使っていました。
　末期患者の藁をもすがる気持ちは強く、健康食品は1兆円産業になっています。そし
て同時に、虚偽・誇大広告は後を絶たず、商品による健康被害も増えてきています。
　本当は、健康食品の効果、危険性を患者と担当医の間で話し合える間柄になるのがい
いと考えますがなかなか難しいかもしれません。また、医療現場の思考にはオーダーメ
イド医療という考えは少なく、「いい治療は万人共通である」という固定観念がある医師
も多く、壁は厚いかもしれません。
　しかし、悪い健康食品には注意しなければいけませんので下記ポイントはしっかりと
チェックしましょう。

（怪しい健康食品を見極めるポイント）

「即効性」「万能」・・・過度の期待を思わせる書き方は、まず疑う。
「がんが治った」などの治療効果を表記・・・健康食品は医薬品ではない。もし治った
としてもすべての人に同じように効くとは限らない。
「驚くべき体験談」「医師など専門家のお墨付き」・・・医師の治療や生活改善など他の
原因によって良くなった可能性があり、はっきりしない。
「厚生労働省認可、承認済」・・・「特定保健用食品」を除き、厚生労働省が事前の認可、
確認を行う健康食品はない。
「○○に効くと言われています。」・・・伝聞調に書いており、病気が治ると誤解しやすい。
特許番号○○番・・・特許と効果は関係ない

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

水
野
哲
郎
さ
ん
（
岐
阜
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

私
ど
も
の
息
子
が
、
三
年
前
に
突

然
急
性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
た
と
き

か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
と
の
関
わ
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
突
然
の
告
知

に
私
ど
も
家
族
は
「
何
で
、
ど
う
し

て
」
と　

途
方
に
く
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
、
親
族
、
友
人
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
適
合
す
る
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
時
骨
髄
バ
ン
ク
を
知
り
、
ド
ナ
ー

を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
移
殖
を
受
け
、
今

日
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
と
き
の
有
難

さ
は
、
な
ん
と
表
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
登
録
し
て
い

た
だ
け
る
方
が
一
人
で
も
増
え
、
私

ど
も
の
よ
う
な
家
族
が
増
え
る
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
携
わ
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

神
奈
川
骨
髄
移
植
を
考
え
る
会
に

と
っ
て
、
毎
年
桜
の
季
節
に
開
催
す

る
円
覚
寺
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
は
特
別
の
意
味
を
持
ち
ま
す
。
４

月
15
日
（
土
）、
天
気
に
も
恵
ま
れ

た
15
回
目
の
こ
の
日
は
３
０
０
名
近

い
方
が
来
場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
あ
ち
こ
ち
で
再
会
を
喜
び
合
い

手
を
握
り
合
う
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
厳
か
な
方
丈
で
聴
く
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
楽
し
み
ば
か
り
で
な

く
、
胸
を
熱
く
す
る
人
の
つ
な
が
り

が
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
あ
り
ま
す
。

演
奏
者
の
サ
ン
ク
ト
フ
ロ
ー
リ
ア
ン

の
皆
様
も
、
終
了
後
の
親
睦
会
も
含

め
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
出
口
に
並
ん
で
お
見

送
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
暖
か
い

笑
顔
で
応
え
て
く
だ
さ
っ
た
来
場
者

の
皆
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
支
え
て
く

だ
さ
る
多
く
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
阿
部
）

　

福
岡
で
3
月
23
日
に
、
飯
塚
ミ
ス

タ
ー
マ
ッ
ク
ス
、
頴
田
町
役
場
、
川

崎
町
役
場
の
３
か
所
で
同
時
に
献
血

並
行
登
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
日
な
ら
説
明
員
は
揃
う
の
で
す

が
、
平
日
は
、
２
か
所
か
ら
の
依
頼

で
も
説
明
員
の
要
請
に
慌
て
る
の
に
、

３
か
所
の
会
場
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

時
は
、
説
明
員
が
揃
う
か
心
配
で
し

た
。
ど
の
会
場
も
お
断
り
し
た
く
な

か
っ
た
の
で
、
数
名
の
説
明
員
に
都

合
を
付
け
て
も
ら
い
、
日
赤
の
職
員

さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
無

事
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
３
か
所
合

わ
せ
て
30
名
の
方
が
骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。（
中
川
）

曲の合間の愉快なトーク

平
日
３
か
所

同
時
の
登
録
会

福岡

　

4
月
15
日
、
全
国
初
と
な
る
地
方

議
会
議
員
に
よ
る
骨
髄
バ
ン
ク
を
支

援
す
る
『
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る

や
ま
が
た
の
議
員
の
会
』（
会
長
：

今
井
榮
喜
県
議
会
議
長
、
会
員
：
山

形
県
議
会
議
員
44
名
全
議
員
と
82
名

の
市
町
村
議
会
議
員
で
構
成
）
の
設

立
記
念
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
衆
議
院
議
員
加
藤
紘
一
様

ご
臨
席
の
も
と
、
映
画
「
火
火
」
の

上
映
、
そ
し
て
、
大
谷
貴
子
会
長
と

国
会
の
骨
髄
バ
ン
ク
議
員
連
盟
幹
事

長
の
小
此
木
八
郎
衆
議
院
議
員
の
記

前
号
の
寄
附
欄
に
掲
載
致
し
ま
し
た

御
芳
名
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

武
庫
川
侍
史
女
子
大
学
附
属
高
等
学

校
・
中
学
校
↓
武
庫
川
女
子
大
学
附

属
高
等
学
校
・
中
学
校

東
京
立
川
こ
ぶ
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
↓
東
京
立
川
こ
ぶ
し
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

　

こ
れ
は
私
た
ち
全
国

協
議
会
が
構
想
を
温
め

て
き
た
ド
ナ
ー
向
け

小
冊
子
で
す
。

　

ド
ナ
ー
サ
ポ
ー

ト
ダ
イ
ヤ
ル
の

相
談
内
容
や
、

提
供
経
験
者

の
意
見
な
ど

も
取
り
入
れ
て

ド
ナ
ー
登
録
を
す
ま
せ
た
全

て
の
ド
ナ
ー
候
補
者
の
み
な
さ
ま
に

改
め
て
骨
髄
バ
ン
ク
、
骨
髄
提
供
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
提
供
ま
で
た
ど
り
着
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

　

各
地
の
み
な
さ
ま
に
は
登
録
会
の

会
場
な
ど
で
ご
使
用
頂
く
な
ど
普
及

啓
発
グ
ッ
ズ
の
一
つ
と
し
て
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
冊
子
は
平
成
17
年
用

年
賀
寄
附
金
に
よ
り
作
成
い
た
し
ま

し
た
。

情報誌「骨髄バンク」第９号に
広告協賛をお願いします
　全国協議会ではオピニオン情報誌「骨髄バンク」を不定期に発行して
おります。しかし、第8号を発行してからすでに1年10カ月が経過して
しまいました。そこで、15周年記念事業が一区切りを迎える9月上旬の
発行を目標に、第9号の編集準備に入りました。
　昨今の厳しい財政状況の折、寄付金のみに頼るのではなく、積極的に
広告協賛企業を勧誘することといたしました。是非ともご協力のほど、
よろしくお願いいたします。

１．広告掲載誌：情報誌「骨髄バンク」第9号
２．発行時期：2006年９月を予定
３．サイズおよび広告料：
　　　天地6cm・左右8cm 5,000円 （名刺大）
　　　天地12cm・左右8cm 10,000円 （1/4頁）
　　　天地12cm・左右16cm  20,000円 （1/2頁）
　　　天地24cm・左右16cm  40,000円 （１頁）

「
ド
ナ
ー
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」が
で
き
ま
し
た
。

念
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
谷
会
長
か
ら
は
、『
こ
の
会
の

試
み
を
全
国
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
各
地
に
同
じ
よ
う
な
会
が

立
ち
上
が
れ
ば
、
地
道
な
努
力
が
実

を
結
ぶ
の
で
は
。』と
の
心
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
会
員
議
員
そ

れ
ぞ
れ
が
大
谷
会
長
の
″
元
気
〞
の

お
す
そ
分
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
や
ま
が

た
の
議
員
の
会 

事
務
局
次
長
佐
藤

丈
晴
）

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び


